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鳴門教育大学授業実践研究
－学部・大学院の授業改善をめざして－
第１５号　２０１６
Ⅰ　はじめに
　A特別支援学校（以下，協力校とする）高等部におい
ては，生徒の卒業後の生活を考え，それぞれの進路に応
じた指導・支援が行われている。高等部の教育活動全体
を通して，生徒の就労意欲を培い，将来の職業生活を含
む社会的自立を目指し，生活する力を高めることが必要
とされている。協力校では，高等部での教育を行う中で，
前述の力を育成するための中核として作業学習を位置づ
けているが，その中だけで就労への意欲や関心，態度を
育成するのではないとしている。実際に製品に触れる，
就労現場で作業等をする，長時間作業活動に従事するな
どの体験を通して，仕事に対する自信や誇りを持つこと
ができるようになると考えられている。より就労への意
欲や関心を高め，望ましい態度を育て，成果と課題を作
業学習を含む日々の学習に活かす目的で，年間２回，２
週間ずつ就業体験を実施している。その中で，就業体験
における環境設定や指導及び支援の方法が課題となり検
討されていた。協力校での就労意欲を評価する観点は，
作業に向かう姿勢や態度，作業の従事時間，作業の量，
作業の質，自己評価，生徒自身が設定した目標の妥当性
と志向性とされている。
　一方，鳴門教育大学大学院のカリキュラムである教育
実践フィールド研究（以下，フィールド研究とする）で
は協力校の教育実践上の課題について探求することが求
められており，前述の課題に取り組むために実践し，そ
の結果を検討することは，フィールド研究の目的と合致
していると考えられる。
　菊地（２０１３）は，就業体験をキャリア発達を促す機会
と捉え，事前学習における目的意識の醸成や事後指導に
おける本人の振り返りの重視，言語化や対話の重視の必
要性を挙げている。
　そこで，本稿では，フィールド研究における実践に基
づき，次の２点を検討することとする。まず，就業体験
の事前学習と就業体験期間中の振り返りに着目した，生
徒の就労意欲を高める方法についてである。次に，自己
理解や自尊感情の向上を目指した関わり及び一人一人の
課題に応じた関わりなどを合わせて行うことで，意欲の
向上や望ましい態度の育成を促進できる可能性について
である。
Ⅱ　実践研究の方法
１．実践期間
　２０XY年５月〜９月に実践を行った。このうち就業体
験は，第Ⅰ期は６月，第Ⅱ期は９月であった。
２．研究対象校
　協力校（前述のA特別支援学校）
３．対象生徒
　卒業後，就労を希望する高等部１年生のB，C，Dの
３名であった。
１）Bさんの実態
　文字で示された個人用スケジュールを使用し，朝の清
掃や係活動を一人で行うことができた。書字や細かい作
業動作に時間がかかることがあり，身体のコントロール
を必要とする作業は苦手であった。担任からの評価は，
対人関係・作業態度・作業能力・体力等の面で全体的に
良く，様々な作業に取り組むことで達成感や自己肯定感
を高め，就労に向けて作業や仕事への積極性がより高ま
ることが期待されていた。
２）Cさんの実態
　文字で示された個人用スケジュールに沿って，一人で
行動することが可能であった。清掃手順や道具の扱い方
も理解できており，清掃終了後，担当教員に報告するこ
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ともできていた。しかし，窓の隅を磨くなど，作業の細
部を意識する点には課題があると思われた。そこで，口
頭で窓の隅を拭くことを伝えてみた。すると，突然不機
嫌になり，その後の作業において，暴言や器具を乱暴に
扱うなどの態度の悪化が見られた。担任からの聞き取り
では，Cさんの特徴的な行動として，口頭での作業の指
示や間違いの指摘などに対しては不機嫌になり，指示を
受け入れにくいこと，また，清掃後に楽しみにしている
活動があり，早く清掃を済ませたいと考えていることが
挙げられ，行動観察の結果と一致した。清掃以外の作業
でも，作業に集中して取り組める時間が短く，体力面に
も課題があり，不平不満を言ったり，一人での作業を指
示すると「自分だけがやらされる」と嫌がる傾向がある
などの情報も得られた。
３）Dさんの実態
　他者に対して積極的に話しかけることができ，何事も
真面目に取り組むという印象であった。担任からの聞き
取りでは，ルーティン行動を崩すのが難しいこと，自分
の評価基準があり，それを満たすまで同じ行動を繰り返
すこと，心理的な不安を示す行動や様子が見られること
などが課題として挙がった。
４．実践方法
　最初に，対象生徒の行動観察と担任からの聞き取りを
行った。行動観察は，日常生活場面（朝の登校後から１
校時が始まるまでの時間の挨拶，着替え，清掃や係活動，
余暇の過ごし方など）と作業学習場面に行った。担任か
らは，生徒の実態及び課題や本人と保護者の進路希望を
聞き取った。その結果から，それぞれの対象生徒につい
ての実態と課題を把握し，支援目標を立て，個別に支援
を行った。実践では，１）〜３）の目標全てについて支援
を行った。文末の＊印は事前学習と振り返りに関わるも
のである。
１）Bさんの支援目標
・校外の実習先での具体的な作業を理解し，期待されて
いる行動について自己理解し，確認する（＊）。
・筆者が作成した就業体験後の自己評価表（以下，「就業
体験振り返りノート」とする）を使用し，Bさん自身
が自分のできたことや課題を明らかにし，今後の学校
生活での目標を立てる（＊）。
２）Cさんの支援目標
・作業の開始前に前日の振り返りを行い，作業の注意点
と評価点を確認してから作業に取り組む（＊）。
・イライラした時にそれを適切に解消する方法を見つけ
る。
・一人で体力的に負荷のかかる作業をやり遂げる。
・校外の実習先での具体的な作業を理解し，指示なくで
きる作業を増やしておく（＊）。
・「就業体験振り返りノート」を使用し，Cさん自身が自
分のできたことや課題を明らかにし，今後の学校生活
での目標を立てる（＊）。
３）Dさんの支援目標
・作業のマニュアルに従って，作業を遂行する。
・自分の作業を視覚的に振り返り，適切な作業方法と自
己の様子を理解する（＊）。
・校外実習前の事前学習において，実習での不安を軽減
し，自信を持って取り組めるようにする（＊）。
・「就業体験振り返りノート」を使用し，Dさん自身が
自分のできたことや課題を明らかにし，今後の学校生
活での目標を立てる（＊）。
５．評価方法
　支援時の観察記録から生徒の様子や変化に視点をあて，
考察を行った。
Ⅲ　支援経過と考察
１．就業体験の振り返りにおける支援
１）就業体験振り返りノートを使った支援
　⑴　支援の工夫
　就業体験のⅠ期Ⅱ期の全日程終了後に行う自己評価の
ために「就業体験振り返りノート（資料１）」を作成した。
ノートには，達成感や自尊感情を高めることをねらい，
就業体験の作業内容を思い出して記述する欄や，できた
ことや頑張ったことの記述欄を設けた。評価欄は自己評
価と他者評価の違いに気づけるよう，自己評価と評価担
当教員の他者評価を並べて記入できるように配置した。
　また，評価内容が具体的に分かること，次回の課題が
理解できることをねらい，従来の就業体験ノートの文章
表現を，より具体的な表現に変更した。例えば，「挨拶が
きちんとできたか」という項目は，「職場の人が『おはよ
う』や『さようなら』と言う前に先に挨拶ができたか」
という表現に変更した。
　さらにⅡ期では，写真やビデオを活用し，実習の様子
や自分の作業の内容を振り返りやすくした。
　⑵　Bさんへの支援における結果と考察
　Bさんは，出来事を文章表現にすることに時間がか
かったため，出来事を筆者と共に話し合い，その上で内
容を文章にするようにした。しかし，書字動作に困難が
あるため，内容を考えることよりも書くことに意識が集
中してしまった。そこで，Ⅱ期では作業内容を選択肢か
ら選んで○印をつけるようにした。その結果，書字の時
間と負担が減り，仕事の内容や気に入った仕事などの話
に時間をかけることができた。
　さらに，Ⅰ期の評価では，「分からないことを質問する
こと」や「報告すること」の項目において，評価担当教
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員の評価が低かった。そこで，評価が低かった場面のA
さんの行動について具体的に説明し，期待されている行
動を確認した。菊池（２００８），宗形（２０１０）の実践のよ
うに，ロールプレイ形式で練習し，期待されている行動
を定着させることがより望ましかったと考えられる。
　⑶　Cさんへの支援における結果と考察
　Ⅰ期Ⅱ期ともに自己評価や他者評価に基づき，今後の
目標をCさんが自分で立案できており，評価から新たな
目標を設定することは定着したと考えられる。
　一方で，Cさんは自己評価が高い傾向にあり，全ての
項目に◎印をつけていた。Cさんの自己評価と評価担当
教員の他者評価の違いについては，評価担当教員が◎印
を付ける基準について口頭で説明したが，正しいモデル
を視覚的に示すことはできなかった。期待される行動が
できているかどうか客観的に確かめる支援の工夫が必要
であったと考えられる。
　⑷　Dさんへの支援における結果と考察
　Dさんは自分の行った作業について記述することはよ
くできていたが，自分の行動を肯定的に評価し，できた
ことや頑張ったことを記述するのが困難であった。その
ため，他者評価に◎印がついている項目を書き写す作業
を行った。その際に，評価担当教員がDさんのどの点を
高評価したのかについても，筆者が詳しく伝えるように
した。Dさんは作業は非常に丁寧で意欲も高いが，作業
に時間がかかる，何度もやり直すという実態から，肯定
的な評価を受ける機会が少なかった可能性が考えられた。
また，ほめられたことよりも注意されたことの方が印象
に残ってしまった可能性もある。学習や作業の最後に振
り返りを行うことで，「できた！」という実感を持って自
己の作業を捉え直すことは，Dさんにとって有効であっ
たのではないかと考えられる。
　さらに，Dさんが評価担当教員よりも低い自己評価を
付けていた項目について，どこができなかったと感じた
か聞き取りを行った。その結果，Dさんの心理的不安か
ら起こる行動に対して，低い評価を付けていることが分
かってきた。Dさんが抱える不安を軽減することで，D
さんの自己肯定感の向上につながると考えられる。評価
項目を細分化するなどして，できていることもたくさん
あることに気づかせるなどの工夫も必要であったと思わ
れる。また，評価表の文章表現を肯定的な表現に書き換
えると，より行動を肯定的に捉えられるのではないかと
推察される。
２）行動の振り返りにおける支援
　⑴　支援の工夫
　作業の様子を自分で振り返ることができるよう，Cさ
ん，Dさんの２名に対して，iPadやデジタルカメラを使っ
て各自の作業の様子を動画で撮影した。
　Cさんについては，給食の準備時間にソファーに座っ
たり，本を読んだりしている様子を撮影した。Cさん自
身は待ち時間を有効に過ごしているつもりであったが，
他者からは「準備を手伝っていない」と評価されており，
他者から見える自分の様子に気づくことをねらいとした。
　Dさんについては，和室の掃除機かけの様子を撮影し，
指導前と指導後の自分の動作を確認し，適切な作業動作
ができるようになったことを理解できるようにした。適
切な動作の指導時には，掃除機をかける方向や，コード
の扱い方，床に置かれた物を移動したときに仮置きする
およその位置などについて，筆者が見本を見せた後模倣
を促し，見本のみで困難な部分については身体援助で掃
除機と身体の動かし方を伝え，徐々に身体援助を減らし
た。また，同時にどの作業場面においても，「できている
よ」という声かけや確認の頷きを行った。
　⑵　Cさんへの支援における結果と考察　
　Cさんに給食準備の映像を見せて他者からの評価を伝
えると，Cさんも納得した様子で「次からは，立って友
だちの様子を見るようにします」と他者を意識した自己
の行動を考えることができた。自己の行動を映像で見る
ことで，他者の視点で物事を捉えることができ，自他の
評価の違いに気づいたと考えられる。
　適切な行動を理解し，自己の行動を視覚的に振り返る
学習を繰り返すことで，適切な自己評価ができるように
なり，他者からの指摘に対して反抗的にならず，自分の
行動を振り返ろうとする態度が芽生えるのではないかと
考えられる。
　⑶　Dさんへの支援における結果と考察
　デジタルカメラでの動画提示は，自分の作業動作の向
上を確認でき，Dさんも「できている」と発言したこと
から，自己を肯定的に評価できたと考えられる。就業体
験後の臨床心理士による聞き取りの内容から，Dさんは，
怒られたり指摘されたりした内容，不安に思ったことな
どが強く印象に残りやすく，仕事の面白さや興味といっ
たところへ関心を向けにくい状態であることがうかがわ
れた。できることやできたことを一つずつ確認すること
で自信につなげ，自己肯定感を高めていく必要があると
考えられる。実際に作業の見本を見せることや身体援助
を行ったことについても，支援前より支援後の作業動作
が向上したことから，Dさんにとっては適切な支援方法
であったと考えられる。
　一方，筆者が当日の詳しい作業内容や作業工程の事前
把握ができていなかったため，事前の工程説明や，視覚
的な作業マニュアルが提示できず，結果としてDさんを
混乱させる場面があった。事前の打ち合わせを十分行っ
た上で，予定の予告や視覚的に作業が理解できる準備な
ど，計画的に作業を進める必要があった。 
－４２－
岩嵜　淳子，岩嵜　伸浩，中瀬　由起，吉本　貴明，大谷　博俊
３）クイズや毎日の振り返りプリントを活用した支援
　⑴　支援の工夫
　Cさんには，正しい作業方法を理解するための書き込
み形式のプリントや○×クイズ形式のプリント（図１）
を作成した。
　クイズでは，問題文は簡潔に記入し，イラストや写真
を使って問われていることが視覚的に理解しやすいよう
に配慮した。さらに，正しい作業方法のみを記載したは
がき大の用紙を作り，手順書入れに入れ，いつでも確認
できるようにした。
　また，「今日の振り返りプリント（図２）」（以下，振り
返りプリントとする）も作成した。
　評価は自己評価とし，「良くできた◎」「まあまあでき
た○」「できないときもあった△」の３段階とした。「で
きなかった×」は，Cさんが否定的な評価を嫌うことを
考慮し，評価の段階から除外した。併せて，目標はCさ
んが頑張ればできる内容であること，少し難しいと感じ
る目標でも，△印以上の評価を出せるよう努力すること
を筆者がCさんに期待していると伝えた。振り返りプリ
ントには目標が最初から記入されており，Cさんが自ら
目標設定を行うようにはしなかった。前日の課題を翌日
の目標にすることの定着と，目標設定に時間をかけない
ことで，楽しみにしている休憩時間が減らないように配
慮した。また，下校前の評価時に思い出しやすいよう，
クイズと同じイラストや写真も使用した。筆者は自己評
価に立ち会うことが困難であったため，翌朝の振り返り
時に自己評価を確認し，コメントするようにした。
　⑵　Cさんへの支援における結果と考察　
　まず，前日に注意を受けた点や指示された点を本人に
質問し，思い出せるようにした。その後クイズを出題し，
Cさんに正解を伝えた後，正しい選択肢の方が良い理由
を説明した。最後に振り返りプリントを提示し，今日の
目標を自分で読み，声に出して確認するようにした。
　目標とする行動への支援１回目は，雨のため登校時間
が遅くなったこともあり，余暇時間が減ることへの不安
から，非常にイライラした状態で学習することとなった。
クイズ問題に関しても，「なぜこんなことをしなければな
らないのか」といった不満を表現した。そのため，翌日
はクイズ問題を出さなかった。すると，「今日はクイズな
いんですか。やりたかったのに。」というCさんからの
発言があった。担任に，前日の自己評価の様子を確認す
ると，自分でも良くできたと言っていたということであ
り，クイズの内容や振り返りプリントは理解しやすく，
学習に興味も持てたと思われる。Cさんは，ストレス状
態にある時のストレス解消法の実施や自己の行動調整が
難しいという実態から，支援者が不適切な態度への対処
に目を向けてきた可能性があり，実際にはCさんに学習
意欲があっても，興味がある教材や題材が適切に提供さ
れない場合があると考えられた。山本（２００５）も，対人
関係がとりにくい子どもの場合，支援者は子どもの良く
ない行動に注目しがちであることを指摘している。Cさ
んは，落ち着いている時にクイズ問題や目標の確認をし
てから行った作業については，作業ポイントを口に出し
て自身で確認し，適切に実行することができた。山本
（２００５）が，子どもが安定できる日常場面や個別的な指
導場面において，どのように行動すればよいかを学習さ
せることの必要性を述べていることから，適切であった
と言える。
　また，作業中に目標とする行動ができたら即時に口頭
で「今のやり方で良かったよ」と評価するようにした。
また，目標の行動ができていないときには，筆者が「何
か忘れてない？」と声をかけたり，具体物を指さして
「これはどうするんだった？」と尋ねたり，注意や指摘で
図１　クイズ形式のプリント
図２　振り返りプリント
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はなく，自分で目標を思い出せるような言葉かけを行っ
た。支援２回目以降は，即時の評価を減らし，Cさんが
報告に来た時に言語で賞賛するようにした。できたこと
を即時に評価することで，筆者に対する不信感が軽減し，
作業中に筆者が口頭で課題の指摘を行っても，落ち着い
て受け止めることができるようになった。さらに，Cさ
ん自身が答えを見つけられる言葉かけをすることで，
「指摘された」という感情が起こりにくく，自己評価の際
にも「自分でできた」と感じられたと考えられる。小野
（２０１２）は，就業体験場面で指示通りに動けている生徒
に対して，教員からの働きかけの少なさが，生徒に「自
分は教員から期待されていない」と感じさせ，仕事への
意欲が高まらなかった事例を報告している。正しい行動
ができている生徒への評価や関わりは，適切な対人関係
の形成，就労意欲への高まりにも効果が期待できると考
えられる。
　Cさんについては，定着した行動への即時評価は
フェードアウトして，報告時に評価するようにしていっ
たが，適切な作業行動は維持できていた。Cさんには作
業能力が高く，定着したことは確実に行えるといった強
みがあることから，失敗や間違いの指摘を嫌うCさんに
とって，目標となる行動を獲得する際に適切な評価をす
ることが大切であると考えられる。
２．就業体験の事前学習における支援
１）支援の工夫
　就業体験に見通しを持って落ち着いて参加したり，就
業体験での目標設定を行ったりしやすいよう，Ⅱ期に「就
業体験事前学習ノート」を作成した。
　事前学習では，Ⅰ期の「就業体験振り返りノート」を
参照し，Ⅱ期での目標設定を行うようにした。また，上
級生の実習のビデオを視聴し，対象の生徒が取り組む予
定の作業内容の確認や練習を行ったほか，パソコンや
iPadを活用して，学習への集中の持続や興味・関心を持
てるよう配慮した。対象の生徒への指導は，時間を気に
せず学習できるよう，朝礼前や放課後の時間に個別に抽
出して行った。
２）Bさんへの支援における結果と考察
　Bさんの就業体験事前学習ノート（図３）は，活動の
選択肢に○印をつけるようにし，Ⅱ期の目標は，Ⅰ期の
評価で○印または△印のついた項目の中からBさんが選
ぶようにした。写真やビデオの活用によって，仕事の内
容を理解する事はできた。しかし，適切な作業態度や行
動の形成にはつながらなかった。ロールプレイも，事前
学習の中で設定すべきであったと考えられる。
　また，BさんにはⅠ期Ⅱ期とも筆者自身が即時評価や
環境設定を行うことができなかった。山本（２００５）は，
良い行動を生み出す先行刺激として環境条件を整えるこ
と，また先行刺激が効果を持つために，ほめるなどの強
化刺激を後続刺激として与えることの必要性を述べてい
る。目標とした行動について評価担当教員との打ち合わ
せを行い，事前準備や即時評価の依頼，様子の聞き取り
などの積極的な関わりも必要であったと考えられる。
３）Cさんへの支援における結果と考察
　Cさんは，Ⅰ期の「就業体験振り返りノート」を参照
して，事前学習ノートに自分で適切な目標を記入できた。
　事前学習ノートの記入だけでなく，ひも結びなどの基
準が決まっている作業については，ビデオでやり方を確
認した後，実際に練習を行った。Cさんは，視覚で捉え
た情報を行動に適切に反映させる能力が高いことから，
ひも結びは２回目で基準に合う長さに結ぶことができた。
事前に「見て」理解しておくことは，支援者からの不要
な言語指示が与えられる場面を減らし，落ち着いた正確
な作業が期待でき，Cさんの強みである作業能力の高さ
を十分に評価してもらえるという良い循環をもたらすの
ではないかと考えられる。
　また，実習先のホームページを閲覧するために，Cさ
んが興味を持っているiPadを利用した。Cさんが長時間
の学習にイライラしてきた際に，「iPadは次回にします
か」と問うと「頑張って勉強します」と言って，落ち着
きを取り戻すという様子が見られたことから，Cさんの
興味を引いたと考えられる。久保・金森・中山（２０１２）は，
ICTを活用する利点として，こだわりのある児童生徒の
興味・関心を広げたり，視覚優位の児童生徒の集中力を
図３　Bさんの就業体験事前学習ノート
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持続させたりするのに有効であることを挙げている。本
実践ではiPadでホームページを見ることにとどまった
が，様々な活用方法を試みることで，Cさんの課題であ
る作業や学習での集中力の持続や気持ちの切り替えに効
果が期待できると考えられる。
４）Dさんへの支援における結果と考察
　Dさんは，事前学習において適切に目標設定ができた。
　事前学習ノートと併せて，Dさんには不安要素を書き
出したり，対処法を決めてかき込むシート（図４）を追
加した。
　Dさんは言語理解が優れており，視覚的に捉える課題
も得意であったことから，ホームページで会社の概要を
調べるなどの活動を行い，会社への知識を増やすように
した。その後，不安に思っていることを聞き取り，解決
方法を一緒に考えた。通勤経路もインターネットの地図
で確認し，通勤にかかる時間と準備にかかる時間を計算
して出発時間を決定した。通勤途中の事故やトラブルを
想定した対処法の欄を設けていたが，Dさんが不安を示
したのは，通勤途中に小学校時代の知り合いと会うこと
であった。Dさんには「おはよう」と挨拶して通り過ぎ
ることを提案した。このことから，Dさんの不安には，
過去の体験が影響を与えているということが分かってき
た。臨床心理士などの外部専門家を活用して，Dさんの
心理的不安を軽減していく方法を検討する必要があると
推察される。また，菊池（２００８）は，就業体験の前は，
少しでも安心して出て行けるよう，実習先や通勤途中で
困るような場面をできるだけ多様に想定し，対処の仕方
を教えるとしている。不安が強い生徒の場合は，就業体
験だけでなく，初めての場面や機会を利用して不安につ
いて語る時間をとり，対処法を考えることで，より意欲
的に学習や作業に取り組めると考えられる。
　さらに，Dさんの課題であったルーティン行動の優先
度と，ルーティン行動ができなかった時の対処法につい
ても話し合った。その結果，過去に「〜した方が良い」
と学習したことを，「しなければならない」と解釈し，行
動していたことが分かった。また，ルーティン行動がで
きなかった時の代替方法を学習できる機会も無かったと
考えられる。Dさんの思考や行動は固執的ではなく，そ
れに代わる適切な対処法を提示することで，それまでの
習慣を変えられる可能性があることを示したと言える。
Ⅳ　成果と課題
１）教育実践フィールド研究における実践に基づく成果
　本実践の成果として，就労意欲を高め，望ましい態度
や行動の形成を行うために必要な３つの支援のあり方が
明らかになった。
　１つ目は，自己を理解し行動を改善するための就業体
験における振り返りと，適切な評価である。２つ目は，
見通しを持って安心して作業に取り組み，持っている力
を発揮できるための，就業体験の事前学習の充実である。
３つ目は，前述の２つがより有効になるよう，障がい特
性に応じた視覚的な支援や教材の工夫，ロールプレイな
どの実際的・体験的な活動の提供である。
　実践の結果，生徒は，具体的な目標設定と自己評価や
他者評価によって，自己の長所やできることに気づくこ
とができ，自信を持つことができたと考えられる。また，
実践前には生徒の課題として挙げられていたことが，環
境設定や支援の工夫によって課題ではなくなり，これま
で以上に自分の力を発揮できることも示された。自分に
自信を持つことや適切な行動への肯定的な評価を受ける
ことによる自尊感情の高まりは，将来の就労意欲へとつ
ながる契機であると思われる。
　阿部（２０１０）の実践では，「働く力」の育成を企業と
連携した日々の授業改善で進めている。つまり，就業体
験という企業等との連携の機会を捉え，生徒の実態に即
して授業改善を行うことは，「働く力」や「就労意欲を高
める」ことにつながるのではないかと考えられる。
２）今後の課題
　本実践では，就労意欲が実際に高まったかどうかの検
証はできなかった。森脇（２０１３）は，自校の実践から，
「就労に向けた意欲」や「働くことへの意味」を生徒が
見いだせなかったのは，「学校総体」としての「めざすべ
き姿」が共有化されていなかったことが最大の課題とし
図４　Dさんの就業体験事前学習ノート
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ている。廣川（２０１３）の実践では，「就労意欲」を高め
ることを目的に，それぞれの作業の中で主に育てたい力
を設定し，指導方法と支援方法の工夫を行っている。「就
労意欲が高まる」状態を行動レベルで具体化し，教員全
員で共通理解を行い，整理していくことが今後必要であ
ると考えられる。そうすることで，より適切な指導方法
や支援方法を考えることができるのではなかろうか。
　また，筆者が同時期に様々なアプローチを行ったため，
どの支援が最も効果的であったのかについても明らかで
はない。先行研究や本実践の検討を通して，それぞれの
指導や支援の効果を見直し，その上で，実践と効果の検
証を行うことが期待される。
Ⅴ　おわりに
　本実践にあたり，協力校の先生方のご理解により，高
等部の就業体験の評価表の作成や対象生徒への事前学習
の実施などを，筆者自身の計画に沿って実施する機会を
得た。それにより，高等部の就業体験という教育活動や
高等部に在籍する生徒の実態と課題について，じっくり
と向き合い考える時間をもつことができた。これは，置
籍校では得られない経験であった。自らが行った支援に
対する生徒の反応や変容を直接見ることで，これまで得
てきた経験や知見についても改めて考察できたと考える。
また，対象の生徒の担任や協力教員，臨床心理士などの
関係者と意見交換できたことは，様々な視点から生徒を
捉えるための良い機会となったと感じている。一方で，
期間の制限のため，文献研究を深めることなく実践を
行ってしまったことは反省点である。
　最後に，本実践のためにご協力頂いた，協力校の先生
方，臨床心理士等の関係者，そして何より，筆者を受け
入れ，ともに学んでくれた協力校高等部の生徒に，心よ
り感謝の言葉を申し上げたい。
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